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特
別
展
「
江
戸
四
宿
」

足立・板橋・新宿・品川の4 区
の
博
物
館

・

資
料
館
で
同
時
開
催

東
海
道
、
日
光
・
奥
州
道
中
な
ど
、
近
世
の
交
通
体
系
の
基
幹
で
あ
っ
た
五
街
道
の
江
戸
へ
の
出
入
り
口
と
し
て
栄
え
た

四
つ
の
朷
宿
-

千
住
、
板
橋
、
内
藤
新
宿
、
品
川
。
こ
れ
ら
の
か
つ
て
の
宿
場
を
擁
す
る
各
博
物
館
・
資
料
館
が
、
街
道

と
宿
を
テ
ー
マ
に
、
1
0月
2
9日
か
ら
特
別
展
「
江
戸
四
宿
」を
共
催
し
ま
す
。
歴
史
系
の
博
物
館
な
ど
が
共
通
の
テ
ー
マ
で
展

示
会
を
同
時
開
催
す
る
の
は
、
東
京
2
3区
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。
展
示
構
成
も
、
中
世
以
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
街
道

の
成
立
串
情
を
探
る
「
な
り
た
ち
」、
江
戸
時
代
の
活
気
あ
る
宿
場
町
の
姿
を
再
現
す
る
「
に
ぎ
わ
い
」、
街
道
に
ゆ
か
り
の
深

い
人
物
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
旅
の
拠
点
と
し
て
の
宿
を
検
証
す
る
「
た
び
だ
ち
」の
三
つ
に
統
一
。
江
戸
を
取
り
巻
く
四
宿

の
共
通
性
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
場
の
独
自
の
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
エ
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
期
間

中
に
は
四
館
す
べ
て
を
回
る
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
圃
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
光
・
奥
州
道
中
<
千
住
宿
>

足
立
区
立
郷
土
博
物
館

会
期
=
1
0月
2
9日
～
1
2月
い‥日
(
月
曜

休
館
)
　
展
示
内
容
=
日
光
・
奥
州
道

中
の
朷
宿

そ
し
て
水
戸
・
佐
倉
道
の

分
岐
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
千
住
宿

に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
展
示
を
行
い

ま
す

□
な
り
た
ち

日
光
道
中
は
江
戸
時
代
を
迎
え
て
か

ら
に
わ
か
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
中
世
の
古
奥
州
道
を
も
と
に
整
え

ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の

「
吾
妻
鏡
」の
中
の
盗
賊
取
締
令
や
旧
日

光
遭
中
に
沿
っ
て
残
る
八
幡
太
郎
源

義
家
の
伝
承
な
ど
、
宿
場
成
立
以
前
の

関
係
資
料
を
も
と
に
千
住
宿
の
威
り
立

ち
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

□
に
ぎ
わ
い

荒
川
を
は
さ
ん
で
千
住
大
橋
で
結
ば

れ
た
延
畏
約
2
.
4㎞の
宿
場
の
様
子
を
記

し
た
日
光
道
中
分
間
延
絵
図
や
、錦
絵
、

地
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
千
住
宿
の
活
気

と
様
々
な
商
工
業
が
展
閧
し
て
い
た
町

の
賑
わ
い
ぷ
り
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

□
た
び
だ
ち

仙
台
伊
達
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
名

の
参
動
交
代
や
、
弥
次
郎
・
喜
多
八
の

庶
民
の
旅
、
飛
脚
や
荷
駄
、
伝
馬
の
往

来
な
ど
、
江
戸
と
地
方
を
結
ぶ
出
入
り

口
で
あ
っ
た
千
庄
宿
に
は
様
々
な
人
と

物
の
行
き
采
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
旅
立
ち
の
様
子
を
、
錦
絵
の

ほ
か
、
印
ろ
う
や
提
灯
、
き
ん
ち
ゃ
く

袋
な
ど
の
旅
の
道
具
か
ら
う
か
が
い
ま

す
。

□
千
住
宿
を
め
ぐ
る
人
・
文
・
雅

松
尾
芭
蕉
の
[
奥
の
ほ
そ
道

の
旅

立
ち
の
舞
台
と
も
な
っ
た
千
僅
宿
。
文

豪
森
鴎
外
の
千
住
に
残
し
た
足
跡
は
、

実
妹
の
短
編
の
中
に
み
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
江
戸
の
文
人
、
墨
客
の
遊
興

地
と
い
う
一
面
が
生
み
出
し
た
、江
戸

周
辺
の
地
域
文
化
の
一
拠
点
と
し
て
の

千
佳
宿
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
き
ま
す
。

主
な
展
示
資
料
=
吾
妻
鏡
(
国
指
定
黻

要
文
化
財
)
、
日
光
遜
中
分
開
延
絵
図
(

国
指
定
重
要
文
化
財
)
、
名
所
江
戸
百

景「
千
庄
の
大
は
し
」、
奥
の
ほ
そ
道
、

千
住
酒
合
戦
番
付
な
ど

※
今
回
の
特

別
展
の
解
説
を
、
H
月
5
・
1
9日
の
午

後
2
時
～
3
時
に
、
郷
土
博
物
館
特
別

展
示
室
で
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
　
観
覧
料
―
大
人
2
0
0円
、

小
・
中
学
生
1
0
0円(
団
体
料
金
あ
り
)
　

場
・
問
先
a
足
立
区
立
郷
土
博
物
館

さ
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

増
補
行
程
記

(
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
)

中

山

道
<
板
橋
宿
>

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館

会
期
-
1
0月
2
9日
～
1
2月
H
日
(
月
曜

休
館
)
　
展
示
内
容
a
幕
末
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
皇
女
和
宮
の
通
行

と
そ
の
影
響
ほ
か
　
観
覧
料
a
大
人
3
0
0

円
、
小
・
中
・
高
校
生
1
0
0円(
団
体
料

金
あ
り
)
　
場
・
問
先
=
板
橋
区
立
郷

土
資
料
館
(
板
橋
区
赤
塚
5
1
3
5
-
2
5
)

魯
(
5
9
9
8
)
0
0
8
1

【
交
通
】
都
営
地
下
鉄
三
田
線
西
高
島

平
駅
下
市
、
徒
歩
1
5分

甲

州

道

中
<
内
藤
新
宿
>

新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館

会
期
=
1
0月
2
9日
～
1
1月
2
7日
(
月
曜

休
磐
・
　
展
示
内
容
=
幕
末
に
大
流
行

し
た
流
行
神
を
通
し
て
の
、
江
戸
の
周

縁
に
あ
っ
た
地
域
の
特
徴
と
、
情
報
発

信
基
地
と
し
て
の
内
藤
新
宿
の
性
格
の

考
察
ほ
か
　
観
覧
料
9
大
人
2
0
0円、
小

・
中
学
生
1
0
0
円
(
団
体
料
金
あ
り
)
　

場
・
問
先
I
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
溥
物

館
(
新
宿
区
三
栄
町
召

昔
(
3
3
5
9
)
3
7
4
1

【
交
通
】
J
R
四
ツ
谷
駅
下
車
、
徒
歩
1
0

分

東

海

道
<
品
川
宿
>

品
川
区
立
品
川
歴
史
館

会
期
=
1
0
月
2
9
日
～
H
月
2
7
日
(
月
曜

休
館
)
　
展
示
内
容
=
風
光
明
媚
な
名

所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
品
川
宿
の

四
季
の
紹
介
ほ
か
　
観
覧
料
↓
(
人
3
0
0

円
、
小
・
中
学
生
1
5
0円(
団
体
料
金
あ

り
)
　
場
・
問
先
=
品
川
区
立
品
川
歴

史
館
(
品
川
区
大
#
6
1
H
-

―
)
S
(
3
7
7
7
)
4
0
6
0

【
交
通
】
京
浜
東
北
線
大
森
駅
ド
申
、

徒
歩
1
0分

芭薫句碑拓本 日光道中分間延絵図( 東京国立博物館蔵)

郷土 博物 館の催 し

□
江
戸
四
宿
バ
ス
ツ
ア
ー

足
立
、
板
橋
、
新
宿
、
品
川
の

各
博
物
館
・
資
料
館
を
バ
ス

で
巡
り
、
特
別
展
「
江
戸
四

宿
」
を
見
学
し
ま
す
。　
日

時
I
H
月
2
0日
百
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
集
合
場

噺
は
不
住
本
庁
舎
前
)
　
定

員
=
3
2人
(
抽
選
)
　
費
用
9

千
瞋
円
(
震
示
図
録
代
)

※
昼
食
は
各
自
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
　
申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
。氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、「
江
戸
四
宿
バ
ス

ツ
ア
ー
」
希
望
と
明
記
(
重

複
申
し
込
み
は
不
可
)
　
期

限
n
‥
H
月
5
日
必
柵

□
特
別
展
記
念
講
演
会
「
宿
場
周

辺
の
民
俗
文
化
～
千
住
宿
を
中
心

に
」日

時
=
1
1月
1
3日
百
)
、午
後

2
時
～
4
時
　
場
所
=
郷
土

溥
物
館
　
講
師
l
宮
田
登
氏
(

神
奈
川
大
学
教
授
)
　
定
員
0
1
2
0

人
(
先
着
順
)
　
費
用
=

無
料
　
申
込
l
電
話

□
1
1月
3
日
　
文
化
の
日
　

郷
土
博
物
館
無
料
開
放

当
日
は
、
郷
土
芸
能
鑑
賞

会
を
行
い
ま
す
。　
開
演
時

間
=
午
後
1
時
お
よ
び
2
時

の
2
回
　
場
所
n
‥郷
土
博
物

館
-

い
ず
れ
も
-

対
象
―
区
内
在
住
の
方
　
申

・
問
先
=
郷
士
博
物
館

〒
1
2
0
大
谷
田
5
-
2
0
1
1
a
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3 葺

立
ち

J
ス
テ
ッ
プ
そ
の
後

あ
だ
ち
ま
つ
り
も
成
功
裡
に
終

わ
り
、
秋
も
よ
う
や
く
深
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、5
月
の
こ
の
欄
で
、
知

的
障
害
者
の
保
護
雇
用
制
度
(
あ

だ
ち
J
ス
テ
ッ
プ
)
に
つ
い
て
辯

い
た
と
こ
ろ
、
ひ
と
り
の
お
母
さ

ん
か
ら
、
か
ね
が
ね
こ
の
よ
う
な

制
度
が
ほ
し
か
っ
た
と
、
お
礼
の

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
手
紙
に
は
、
わ
が
子
が
ダ

ウ
ン
屁
と
わ
か
っ
た
時
の
苦
衷
、

や
が
て
、
こ
の
子
の
親
と
し
て
素

直
に
そ
の
道
を
歩
も
う
と
気
づ
い

た
時
の
こ
と
、
そ
し
て
气

障
害

の
子
を
も
っ
た
お
か
け
で
、
歳
を

と
る
の
も
忘
れ
て
充
実
し
た
日
を

送
っ
て
い
る
と
嘶
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
何
か
を
為
し
と
げ
乗

り
越
え
た
と
き
、「
喜
び
が
つ
い
て

く
る
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

障
害
者
の
家
族
の
方
々
と
会
っ
た

時
に
慝
ず
る
、
あ
の
つ
き
ぬ
け
た

明
る
さ
と
珊
々
し
さ
、
そ
こ
に
至

る
幾
多
の
葛
藤
を
思
い
、
深
い
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
J
ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
、9

月
に
開
園
し
た
あ
か
し
あ
園
で
も
3

人
が
働
い
て
い
ま
す
。
皆
と
て

も
元
気
で
、
一
日
も
休
ま
ず
、
実

に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
働
く
の
で
評
判
が

良
い
と
の
こ
と

。

障
害
者
と
援
助
者
が
共
に
勳
く

こ
の
制
度
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
、
さ
ら
に
広
ま
る
こ
と

を
頤
っ
て
お
り
ま
す
。

区
長
　古
性
　直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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区
民
農
園
利
用
者
募
集

叩
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。
　
募
集
農
園
=
表
1
　
利
用
期

間
=
平
成
7
年
3
月
初
旬～
平
成
8
年

2
月
下
旬
　
対
象
―
区
内
在
住
で
耕
作

地
が
な
く
、
園
芸
に
熟
意
の
あ
る
世
帯

費
用
1
5
千
円
(
返
却
し
ま
せ
ん
)
　
利

用
条
件
等
=
野
菜
や
草
花
の
栽
培
に
限

り
ま
す
/
農
具
は
、
各
農
S
に
多
少
用

意
し
て
あ
り
ま
す
　
申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
す
る
晨
国
名
、
世
帯
主
名
、

住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
(
返
信
用
(
ガ
キ
に
も

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
こ
と
)
現
在
利

用
中
の
方
は
。
こ
れ
ま
で
の
区
画
番
号

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
'
g
歳

以
上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯
の
方
は
、

「
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望
」と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
(
一
般
よ
り
当
選
率
を
優
遇
し

ま
す
)
※
同
居
の
場
合
は
I
世
帯
と

み
な
し
、重
複
申
込
は
無
効
で
す
　
期

限
=
1
1
月
1
8
日
消
印
有
効
　
公
開
抽
選

凡
に
一
月
9
日
、午
前
9
時
～
正
午
、中

央
本
町
庁
舎
3
0
2・3
0
3会議
室
　
申
・
問

先
9
中
央
本
町
庁
舎
・
展
産
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

表1　募 集 す る 区 民 農 園

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

地
元
の
陶
器
「
穂
多
里
」で
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
=
1
0月
3
0日
(
日
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
　
内
容
=
区
特
産
の
陶
器

「
穗
多
里
(
ぽ
た
り
)
」の
ガ
ー
デ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
、
人
形
劇
、
神
輿
、
阨
し
踊

り

木
工
・
陶
芸
・
わ
ら
じ
作
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

子
供
動

物
園
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
　
場
・

問
先
=
西
部
陣
容
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
1
1
2月
4
日
(
日
)
、午
前
H
時
～

午
後
3
時
　
場
所
=
大
谷
田
小
学
校
体

育
館
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
(

在
勤
の
方
は
動
め
先
を
記
入
、出
店
物

品
の
販
充
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て

い
る
方
は
不
可
)
　
内
容
山
丿
区
画
程

度
募
集
(
抽
選
)
/
I
人
1
区
画
(
2
m
x
2
a

程
度
)
ま
で

東
出
店
者
用
の

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
品
・
食
料

品
・
動
物
・
品
質
保
証
の
で
き
な
い
も

の
は
不
可
　
出
店
料
=
無
料
　
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
出
店
す
る
物
品
の
種
類
を

明
記
(
1
世
帯
1
通
の
み
有
効
)
　
期

限
‥
u
H月
2
日
消
印
有
効
　
申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

新
た
に
4
店
を
認
定
『
R
の
お
店
』

区
で
は
、
商
業
活
動
を
通
じ
て
、
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
励
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売
店
や
商
店

街
を
「R
の
お
店
」
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
有
効
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「R
の
お
店
」

と
し
て
の
認
定
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
謀

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

「R の お店」新規 認定( 11 月1 日認定予定)
小売店( ブロ ック別町丁名)

( 興野 ・本木地域)

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
を

-1
1
/
1～
7

区
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
無
駄
な

包
装
を
な
く
し
、
買
い
物
袋
を
持
参
す

る
な
ど
、
簡
易
包
装
を
推
進
す
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
商
店
街

や
「
R
の
お
店
」の
賛
同
を
得
て
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
期

間
q
H
月
1
日
～
7
日
　
内
容
=
簡
易

包
装
を
推
進
す
る
た
め
、
商
品
に
標
語

入
り
セ
ロ
テ
ー
プ
を
張
り
、
包
装
等
を

で
き
る
だ
け
省
略
し
て
販
売
し
ま
す
　

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

宿 泊 施 設 イン フォメ ー ション

1・2月分の

利用案内

● 各施設利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

の
各
施
設
(
左
下
表
)
で
受

け
付
け
ま
す
。　
申
込
―
公

社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
申

込
(
ガ
キ
(
5
0円
)
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

持
参
〒
グ
ル
ー
ブ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
H
月
1
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選

結
果
を
H
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付
―
当
選
者
は
、1
2月
8
日
ま
で
に

各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)
※
那
須

・
森
の
家
と
陽
河
原
あ
だ
ち
荘
の
り
一
月

3
1
日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、1
・
2
月

分
の
利
用
申
し
込
み
(
H
月
1
日
～
1
0

日
の
申
し
込
み
分
)
に
な
り
ま
す
。

● コミ ュニ ティ 文化・スポ ーツ公社一覧表

● 受付時間=( 1) ～( 19) は午前9時～午後8時、( 20) は午前9時～午後5時、
( 2l ) ( 22) は午前10時～午後6時( 毎週月曜日　休館)

空
き
室
の
利
用

抽
選
後
の
空
胥
蛩

の
申
し
込
み
は

、
偶

数
紆
の
第
且

謾

日

か
ら

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

」
で
予
約
で
き

ま

す

。
ま
た

、
公
社
の

各
施
設
で
も
直
接
受

け
付
け
ま
す

。H・
1
2

月
分
の
空
き
室
の
利

用
は
、
各
公
社
施
設

で
受
け
付
け
て
い
ま

す

。

予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近
く
の
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し
込
み
は
利

用
日
の
1
日
前
ま
で
で
す
)
。

伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘

1
・
2
月
は
休
館
で
す

改
修
工
事
の
た
め
、
伊
豆
高
原
あ
だ

ち
荘
は
、1
・
2
月
の
間
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。3
月
か
ら
は
平
常
通

り
営
業
し
ま
す
。

日
光
林
間
学
園

パソコンで「あいネット21」にアクセスできます
= 無料会員募集中=

区の宿泊施設や テニスコートなどの予
約でおなじみのロ ーカルキ ャプテン 「あ
いネット21」。現在、アクセスに必要なウ
ィンドウズソフトを無料貸し 出ししてい

ます。また、Fあいネ ット21」の専用端末
機およびMS- DOS 用のパソコンソフ
トも無料貸出中です。　申・問先一千住
本庁舎・広報課03882 ―1111㈹

☆ひろば「足立リサイクルフェスティバル」　11月6日( 日) 、午前11時～午後3時( 雨天の場合は20日
に順延) / 北鹿浜公園/ 出店者募集中/ 空手、太鼓などのイベントあり/ 友本　　3855 ―3350
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健康カレンダー 11月の予定

■ 子育て健康教室( アレルギーとうまくつきあう) 　11月2日( 水) 、午後2時30分～4時/アレルギーをもつ2歳6ヵ月末満の乳幼児と
その親30 組/ 講 師・獨協大学病院医 師作田 亮一氏/ 電話予約/ 東和保健相談所　 　3606- 4171

<
健

康

教

室
>

「
高
脂
血
症
」っ
て
な
あ
に
?

食
生
活
の
変
化
に
と
も
な
い
高
脂
血

屁
が
増
え
て
い
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
中
性
脂
肪
、
励
脈
硬
化
に
つ
い
て

学
び
、
自
分
の
健
康
を
考
え
ま
す
。　

日
時
=
H
月
1
7・
2
4日
(
2
日
制
)
、い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
定
員

よ
`
人
(
先
糖
順
)
　
内
容
・
講
師
=
1

日
目
・・・
高
脂
血
症
の
原
因
と
予
防
に
つ

い
て
・
:
鈴
木
宏
文
氏
(

六
ッ
木
診
療
所

院
長
)
/
2
日
目
…
高
脂
血
症
を
防
ぐ

栄
養
と
運
動
・
:管
理
栄
養
士
・
保
健
婦

費
用
―
無
料
　
申
込
-
*
話
　
場
・
申

・
問
先
1
東
和
保
健
相
談
所

さ
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

●
講

演

会

リ
ュ
ー
マ
チ
の
外
科
的
治
療
の
意
義

関
節
の
機
能
回
復
は
。
手
術
で
ど
こ

ま
で
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は

外
科
的
治
療
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。　

日
時
1
1
1
月
8
日
(
火
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
　
場
所
=
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
　
対
象
―
慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ

チ
を
愚
つ
て
い
る
方
　
講
師
I
ニ
井
弘

氏
(
三
井
記
念
病
院
整
形
外
科
医
長
)
　

定
員
-
4
0人
(
先
S
順
)
　
費
用
―
無
料

申
込
=
電
話
　
申
・
問
先
=
江
北
保
健

相
談
所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

自
分
で
で
き
る

歯
周
病
予
防

日
時
=
H
月
1
4・
2
8日
、1
2月
1
6日
、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
1
3
時
3
0分

内
容
=
1
日
目
・
:講
演
会
『
歯
周
訶
つ

て
ど
ん
な
病
気
』
2

日
目
…
「
探
し
て

み
よ
う
健
康
な
歯
肉
」歯
磨
き
の
実
習

な
ど
で
自
分
の
口
を
探
り
ま
す
3

日

目
・
:個
別
指
導

※
1
4日
だ
け
の
参
加

も
で
き
ま
す
　
講
師
―
品
田
佳
世
子
氏

(東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
科
医
師
)
　

定
員
1
3
0人
(
先
着
順
)
　
費
用
=
無
料

申
込
-
電
話
　
場
・
申
・
問
先
1
千
住

保
健
所

豐
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ま
ち
も
元
気
、
わ
た
し
も
元
気

住

区

健

康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
区
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
パ
ネ
ル
展
示

や
計
測
、
健
康
相

談
。
血
液
・
尿
な

ど
の
検
査
を
行
い

ま
す
。こ
の
機
会

に
、自
分
の
健
康

状
態
を
知
り
。生

活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
程

・
問
先
等
=
表
―

費
用
=
無
料
　
申

込
―
当
日
直
接
会

場
へ

表1　 住区 健 康フ ェ ス ティ バ ル11 月 の日 程

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が

な
く
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、小
・

中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法

の
改
正
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
問
先
=
足
立
保
健
所

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

s
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

第
4

回

は
つ
ら
つ
ど
ん

ど
ん
ま
つ
り

日
時
=
1
1
月
2
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3

時
　

内
容
―
午
前
の
部
・
:
は
つ

ら
つ
会
参
加
グ
ル
ー
プ
の
発
表
・
展
示

体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
/

午
後
の
部
…
寸

劇
「
は
つ
ら
つ
家
族

」、
講
演
会
「
世
界

か
ら
み
る
足
立
区
の
健
康
づ
く
り
」　

場
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
酸
所
S
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

思
春
期
セ
ミ
ナ
ー

思
春
期
の
子
供
の
こ
こ
ろ
が
見
え
ま

す
か
?

子
供
と
の
関
係
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　
日
時
等
=

表
2
　
対
象
=
思
春
期
の
子
供
を
も

っ
親
　
定
員
ふ
J
人
(
先
着
順
)
　
費
用

a
無
料
　
申
込
`
話
　
場
・
申
・
問

先
=
千
庄
保
健
所

s
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2　 思春期セミナー

※ いずれも午後1時30分～3時30分

1
1月
の
献
血

日
時
・
場
所
I
H
月
1
日
・
:
第
十
三
中

学
校
、8
日
…
第
八
中
学
校
、
H
日
・
:

西
新
井
消
防
署
、
2
4
日
・
:
東
加
平
小
学

校
/
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
、
午
後
0

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
問
先
=
葛
飾
赤

士
于
血
液
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

健 康あ・ら・かると

在
宅
介
護
の
助
っ
人

地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

A
子
さ
ん
の
お
義
母

さ
ん
は
8
3歳
。
散
歩
の

時
、
石
に
つ
ま
づ
い
て

骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
歳
を
と
る
と
治
り

が
遅
く
、
以
来
ず
っ
と

猥
た
き
り
で
す
。
そ
の

上
失
禁
も
始
ま
り
、
A

子
さ
ん
は
介
護
で
ク
タ

ク
タ
。
休
日
に
は
、
夫
も
助
け
て
く
れ

ま
す
が
、
も
う
体
力
の
限
界
で
す
。
義

毋
に
や
さ
し
い
言
葉
一
つ
か
け
る
気
に

も
な
れ
ず
、
介
護
す
る
A
子
さ
ん
自
身

が
倒
れ
そ
う
で
す
。

A
子
さ
ん
の
よ
う
な
家
族
へ
の
助
つ

人
と
し
て
、
今
年
の
5
月
「
地
域
ケ
ア

チ
ー
ム
」
の
制
度
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
保
健
所
(
保
健
相
談

所
)
、福
祉
事
務
所
の
い
ず
れ
か
に
連
絡

す
る
と
、
―
週
間
以
内
に
保
健
所
か
ら

は
保
健
婦

福
祉
事
務
所
か
ら
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
そ

の
家
庭
ヘ
ー
緒
に
出
か
け
て
行
き
、
介

護
を
受
け
る
人
の
状
雌一に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
ん
で
提
供
す
る
も
の
で
す

A
子
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
保
健
所
に
連

絡
し
、「
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
」に
来
て
も

ら
い
ま
し
た
。
A
子
さ
ん
宅
に
行
っ
た

地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
は
。
お
義
母
さ
ん
の

症
状
を
く
わ
し
く
聞
き
、
電
助
ベ
ッ
ド

と
車
い
す
を
手
配
。
同
時
に
、
リ
(
ビ

リ
や
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

ま
ず
、
保
健
相
談
所
か
ら
理
学
凍
法

士
が
訪
問
し
、
リ
(
ビ
リ
指
導
。
車
い

す
が
一
人
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

次
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
の
リ
(
ビ
リ
訓
練
を
開
始
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
週
I
回
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
介
護

は
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
、
A
子
さ
ん
は

お
義
母
さ
ん
の
話
に
耳

を
傾
け
る
余
裕
も
で
て

き
ま
し
た
。
1
ヵ
月
も

す
る
と
お
義
母
さ
ん
の

症
状
は
だ
い
ぶ
良
く
な

り
、つ
え
を
つ
い
て
で
す
が
、ゆ
っ
く
り

一
人
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
」
は
、
ま
だ
産

声
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
制
度
で
す
。
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
と
提
供
す
る

側
が
共
に
協
力
し
合
っ
て
、
艮
い
も
の

に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
≪
保
健
相
談
所
・
保
健
婦
≫

講

演

会

新
し
い
ぜ
ん
息
治
療
と

発
作
を
防
ぐ
暮
ら
し
方

日
時
1
1
1
月
1
0
日
(
木
)
、午
後
2
時

～
4
時
　
場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
　

対
象
=
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管
支
炎
・
肺

気
腫
で
治
療
中
の
1
5
歳
以
上
の
区
民

の
方
　
講
師
=
灰
田
美
知
子
氏
(
東

大
病
院
物
療
内
科
医
師
)
　
定
員
―

珈
人
(
先
s
順
)
　
費
用
―
無
料
　
申

込
―
電
話
　
期
限
a
H
月
4
日
　
申

・
問
先一
千
住
本
庁
舎
・
公
客
補
僕
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

も
う
人
づ
き
あ
い

で
は
悩
ま
な
い
!

人
間
関
係
で
つ
ま
づ
か
な
い
た
め

の
コ
ツ
を
身
に
つ
け
、
悩
み
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。
　
日
時
=
H
月
1
6
日

(
水
)
、
午
後
2
時
～
4
時
　
講
師
I

大
平
健
氏
(
聖
路
加
国
際
病
院
精
神

科
医
師
)
　
定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)
　

費
用
―
無
料
　
申
込
=
電
話
　
場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□ 訂正とおわび　10月10日号の記事に誤りかありました。正しくは次のとおりです。訂正しておわびいたします。　　平成6年度
足立区功労者・人命救助の氏名=倉　三郎氏　　東京都市計画生産緑地地区の変更( 削除) の告示日=9月27日　≪広報課≫
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用途地域・地区改正区案ができました
この案は、下記 の手続きを経て進められる も
ので、最終決定さ れた もので はあり ません

不明な点 について は、下記にお問い 合わ せください。
千 住 本 庁 舎・都 市 計 画 課 　( 3882) 1111 ㈹

都 市 計国 法お よ び篤 簗 基 単法 が平 成4 年にRt r i =
さ れ 。用 途 地莱 か 従 来の8 種類 か ら12種 類に 緬 分
化 さ れ まし た。 そ の ため 、 東東 都と 区 は 、用 途地
峨 ・ 旭 区の 見直 し 作 業をし てい ます 。

足 立 区都 市 計画 審 議会 で は、 区長 の 購閤 を 受 け
て 、 都 の指定 方 針 ・指 定 基 準と 区の「 基本 計 矇」や

地 域 特 性な どを 考 慮し 、 用 途地 域 ・旭 区改 正 素案
を 作成 し まし た 。

こ の 素案 につ い て は、あ だ ち広 報「 足立 区用 途
地 域 ・地 区改 正 素案 」特集 号( 今 年3 月31 日 発行)
で お知 ら せし 、 地元 説明 会を 行い 、 区 民の 曽 様 の

ご 童 脚。・ ご 要里 をお 駟 きし て き まし た 。
こ れを 受け て 同審 議 会は 、 改正 累 案を 再 度 検討

し たう え で区 長 に答 串し ま し た。 そ の 結果 、「足 立
区用 途 地 域 ・地 又改 正 区案 」 とし て 決定 し まし た
の で、 東 京 都へ 根衵 し まし た 。

今後、区案は下表のような経過をたどり、平癘8
年4～6月ごろ決定・告示・施行される予定です。

今後 の 日程

用 途 地 域別 の 雇築 勧
の 用 途 制 限 に つ い て
は 、3月31日 発 行の「あ
だ ち広 報 」を ご 覧 いた
だ くか 、 都 市計 匪 驟に
お 両い 合わせ く ださい。

※ 地 域地 区 の 境 界線 の と り 方

地域 地区の 境界線で明示の ない ものは
原則と して遭路・鉄道・河川等 の中心練
と なっています。
路練式 で指 定距離の明示のな いものは、
すべて遭路または都市計面道 路の境界線
から20mです。
30… … 30m を示す(道 路等からの 距離) 50

… … 50m を示す(道 路等からの 距離) 100
… … 100mを示す(道 路等からの距S) 300
… … 300mを示す(道 路等からの巨 離)

二二二二… … … … … 繋 市計画 道路を 示す
※ 本 図 は 多 色 刷 り の た め 多 少 ず れが あ り ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。

は、用 途地 域等 の 変更 箇 所を 示 しま す 。

曲 本図 の 変 更箇 所 は 、r原 則 的な 移 行で な い地 ぼ亅
と 「用 途 地 域は 原 則的 な 移斤 で 、容 積 率や 防 火地
峨 等 の家 憲 のあ る 旭区亅 を示 し てい ま す。 用 途地
斌 の みの 変更 で 「原則 的 な 移行 」を す る地 叺 につ
い ては 示 し てい ま せ ん。

「康貝|酌 な 移 行」 と は、 用途 地 域を 下 妃の とお り
変 更す る こと を い い ます 。

現 行 の用 途 地 域 新用 搶油 域
第1 穡 住 居 専用 地 域 →第1 種 低層 住廡 専用 地域
第2 種 住 居専 用 汕 爐 →旃1 魯申 高 層 住 居専 用地 域

住 居 地 域- 第1 魯 住 居地 域
近隣 商 業地 域 →近隣 商 業地 域
商 業 地 妓 一商 象 地 域
準 工 業 地 域- 準 工 象 地 域
工 業 地 域-・工 業 地 峨
工業 専 用地 域 →工 集 専用 地 域

高 度 利用 地 区 内 の 建 築 制限

☆ひろば「生き活きまつり」10月30日( 日) 、午前1( X玲30分～午後2時30分/ しょうぶ沼公園/
産 地 直 送 品 販売 、 リ サ イク ルコ ー ナ ー など/ 生 活 ク ラブ 生 協足 立 支 部 魯5699 一3702

● 掲示板「長寿の秘けつー旅の終わりはバラ色に」11月5日( 土) 、午餓2BS30: 分～4時30分/ 北千住ルミ
ネ7 階WI Z サロ ン/ 無 科/ 講師 一倉 井 亮氏( 医 師) / 足 立区 薬 剤師 蠢 酋3田7- 8933
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くらしの情報

千住本庁 舎へのお問い合 わせは… …

3882- 1111(代)
千住 本庁舎 以外 への お問い 合わせ は

そ れぞれの 電話 番号へ。

福

祉

今
月
は
福
祉
手
当
(
国
制
度
)の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児
福
祉
手

当

、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
8

月
～
1
0

月
分
を

、
届
け
出
の
預
金
口
座
に
1
1‥

月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
太
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

1
0月

下
旬
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知

書
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担

の
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
お
知
ら
せ
で
す
。
今
年
の
5

月
に
受
診
し
た
「
あ
な
た
の
医
療
費
」

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
ま

で
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
医
案

費
が
3
千
円
以
下
の
方
に
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
こ
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
　
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢

者
医
療
係

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
方
で
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
方
は
、
手
当
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

□
特
別
障
害
者
手
当

対
象
9
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
詞
院
・
診
療
所
に
入

院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
表
1

の
障
害
が
2
つ
以
上
あ
る

②
表
1
の

障
害
が
1
つ
あ
り
、
か
つ
表
2
の
障
害

が
2
つ
以
上
あ
る

③
障
害
の
程
度
が

前
記
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
　

手
当
額
=
月
額
2
万
4
千
鶫
円

表1 表2

□
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
9
2
0歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

を
理
由
と
す

る
公
的
年
金

を
受
け
て
い

な
い
方
/
表
3

に
定
め
る

程
度
の
障
害

が
あ
る
方
　

手
当
額
=
月

額
1
万
3
千

迥
円

表3

-

い
ず

れ
も
-

※
障
害
者
本

人
ま
た
は
扶

畏
義
務
者
の

所
得
に
制
限

が
あ
り
ま
す
(

表
4
)
　申

・
問
先
1
千

住
本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係

表4

※ 障 害 児 本 人 が 公 的 年 金 等 を 受 給 し て い る 場 合 は 、 当 該 給 付 額 は 所 得 に 算 入 さ れ ま す

生
活
環

境

第
1
1回
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
放
置
ゼ
ロ
さ
わ
や
か
駅
前
街
づ
く

り
」を
疣
一
礫
語
に
、
1
0月
2
5日
～
3
1日

ま
で
都
内
一
斉
に
第
H
回
駅
前
放
置
自

転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
閧
催

し
ま
す
。
期
間
中
は
北
千
住
、綾
瀬
、五

反
野
、梅
島
、西
新
井
、竹
ノ
塚
の
各
駅

頭
で
自
転
車
を
放
置
し
な
い
よ
う
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
り
、
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
す
。
通
動
・
通
学
。
買

い
物
な
ど
で
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

る
自
転
車
。
手
軽
で
便
利
、
し
か
も
無

公
害
な
乗
り
物
で
す
が
、
駐
輪
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
放
置
と
い
う
「
公
害
」を
発

生
さ
せ
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方

は
、
区
の
駐
輪
場
や
決
め
ら
れ
た
自
転

車
置
き
場
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転

車
係

官
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

緑
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

区
で
は
、
区
内
の
緑
の
現
況
を
把
握

す
る
た
め
、
公
園
等
の
区
の
施
設
を
は

じ
め
、
区
内
全
域
の
宅
地
内
の
生
け
炬
。

や
樹
木
の
調
査
を
行
い
ま
す
。な
お
、区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
区
の
腕
章
を

つ
け
た
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
L

ま
す
。　
期
間
エ
七
月
末
日
ま
で
　
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
緑
化
係

生
け
垣
づ
く
り

に
助
成
し
ま
す

生
け
垣
な
ど
の
道
路
に
面
し
た
場
所

で
の
緑
化
工
事
に
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
緑
化
工
事
に
と
も
な
う
聨
の

撤
去
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
生
け
垣
に
替
え
た
い
、
ま
ち
に
緑

を
増
や
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
助
成
額
=
表
5

の
と
お
り
　
申
・
問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
緑
化
係

表5　 助成金と 交付額

● 上 配の 金額を超える増合は自己負担となり、岡え ない場 合は実費を交付します
● 特定地域と は みどり の協定。締結地区など「まち づくり 活助地域」をいいます

「
白
鬚
西
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発

事
業
8

、
9
街
区
住
宅
建
設
事
業
」の

見
解
書
を
公
示
・
縦
覧

都
環
境
影
一
評
価
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
心
月
1
日
に
見
解
書
を
公
示
し
、

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
ま
た
、
見

解
黻
の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方
は
、意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
縦

覧
期
間
等
I
H
月
2
日
1
2
1
日
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
4
時
3
0分
　
縦
覧
場
所
=
千
住
本

庁
舎
・
環
境
課
、
都
・
環
境
影
響
評
価

審
査
室
(
都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
6

階
)
、都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所
(
立

川
合
同
庁
舎
4
階
)

※
中
央
図
書
館

お
よ
び
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
　
意
見
書
の
提
出
期
限
=
1
2

月
1
日
　
意
見
書
の
提
出
・
問
先
=
都

・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
1
6
3
-
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
1
8
-
1

s
(
5
3
2
1
T
1
1
1
㈹

ま
た
、見
解
喬
の
内
容
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
よ
る
説
明
会
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。　
日
時
等
=
H
月
H
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
午
後
8
時
3
0
分
=
・
第

二
中
学
校
体
育
館
/
H
月
1
2日
、
午
後
2

時
～
午
後
4
時
・
:柬
綾
瀬
中
学
校
体

育
館
　
問
先
=
都
・
再
開
発
部
計
画
課
a
(
5
3
2
0
)
5
4
4

了

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

建
築
物
の
液
状
化
対
策
等
の
説
明
会

液
状
化
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び

建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。な
お
、車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。　
日
時
り
H
月
2
日
(

水
)
、
午
後
6
時
　
場
所
1
千
住
本
庁

舎
7
階
　
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
建
築
審
査
課

募

集

平
成
7
年
4
月
に

入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
児

受
付
期
間
り
1
2月
1
日
～
1
5日
(
申
請

黯
轄
1
1月
2
4日
か
ら
配
布
)
　
受
付
場

所
=
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の
=
6
年
度
分
住
民

税
額
が
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
、

特
別
徴
収
税
額
通
知
書
、
課
税
証
明
書

の
い
ず
れ
か
)
/
5
年
分
所
得
税
額
が

わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確

定
申
告
書
控
)
。6
年
分
所
得
税
が
確
定

し
だ
い
、6
年
分
の
も
の
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
/
6
年
度
固
定
資
産
税

を
証
明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る

力
の
み
)
/
印
か
ん

鳧

部
の
指
定

園
で
は
、
産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
　
問
先
=
各
福
祉
事

務
所
(
表
6
)

表6　 福祉事務所一覧表

区
民
事
務
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
封
筒

に
広
告
を
の
せ
ま
せ
ん
か

各
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
、
住
民
票

の
写
し
等
を
お
渡
し
す
る
際
に
使
用
す

る
、
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募
集
し

ま
す
(
4
0万
枚
作
成
)
。　
大
き
さ
=
I

枠
、縦
約
4

″×
横
約
8
m
(
表
面
に
3

枠
、裏
面
に
4
枠
)
　
費
用
―
―
枠
に
つ

き
表
面
2
0万
円
、
裏
面
1
0万
円
　
基
準

9
区
内
商
工
業
の
発
展
に
期
す
る
も
の
/

政
治
、宗
教
活
動
、意
見
広
告
、
個
人

宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公
の
秩

序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も
の
　

申
込
―
直
接
窓
口
　
期
限
=
1
0月
3
1日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
民
記

録
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
0
4
5

☆ひ ろ ば「第3 回 常 東地 区 音 楽 祭 」 　10月30日( 日) 、 午 後1 時 ～4 時/ 第 十 六 中 体育 館/
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国
保
・
年
金

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す

(動
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
、
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参
)
。会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き

を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌

日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す

が
、
医
療
給
付
(
保
険
診
9
扱
い
)
は
原

則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

申
込
a
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
一
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退

職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
)
/
届
出
人
の
印
か
ん
/

届
出
人
の
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
貼
付

の
も
の
。
た
だ
し
、
お
持
ち
で
な
い
方
や

代
理
人
の
場
合
は
不
要
)
/
家
族
が
す

で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
は
。
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳
未

満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国

民
年
金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証

曾
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓
口
に

持
参
※
届
出
人
が
代
理
人
(
本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
場
合

や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な
い
と

き
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
変
更
後
1
4
日
以
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
　
申
先
り
各

区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課
　

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係
`

l
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

免
除
期
間
追
納
の
お
勧
め

国
民
年
金
保
険
料
の
「
追
納
」と
は
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
あ

る
方
が
1
0年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金
額
が
3

分
の
1
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
迥

納
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
期
間
を

過
ぎ
て
納
め
る
保
険
料
に
は
加
算
が
つ

き
ま
す
。
　
問
先
1
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

1
1月
6
日
～
1
2日
　
国
民
年
金
週
間

国
民
年
金
週
間
は
、
年
金
制
度
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
で
す
。
年

金
に
つ
い
て
疑
問
の
あ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
問
先
―
厚
生

年
金
・・・
足
立
社
会
保
険
事
務
所

昔
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
年
金
・・・
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

1
1月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

へ
、
1
1月
初
旬
に
年
金
証
書
(
緑
色
の

手
帳
)
を
お
送
り
し
ま
す
。
1
1月
H
日

(金
)
よ
り
、
指
定
し
た
郵
便
局
で
支

払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　
郵
便
局

に
持
っ
て
い
く
も
の
=

年
金
証
書
(

緑

色
の
手
帳
)
/
印
か
ん
(
代
理
人
の
場

一
合

は

、
代
理
人
の
印
か
ん
)
　

問
先
=

中

央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
6
Q
`

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
I
H
月
2
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分
　
場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前
　
問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

a
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

お

知

ら

せ

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

1
1
(月1

日
を
調
査
期
日
と
し
て

、
サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
行
い
ま
す

。
近

年

、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展
に
よ

り

、
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す

。
こ

の
調
査
は

、
統
計
法
に
基
づ
く
指
定
統

計
調
査
と
し
て
吁
う
も
の
で

、
サ
ー
ビ

ス
業
事
業
所
の
従
業
者
数
、
事
業
収
入

金
額
な
ど
の
基
本
的
な
項
目
に
つ
い

て

、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す

。
調
査
票
は
統
計
上
の
目
的
だ

け
に
用
い
ら
れ

、
課
税
な
ど
の
他
の
目

的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん

。1
0月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事

業
所
を
訪
問
し
て
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
軛
計
係

S
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

図
書
館
の
臨
時
休
館

宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
は
、

空
調
設
備
工
事
の
た
め
、次
の
と
お
り

休
館
し
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、他
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　
休
館
期
間
=
H
月
7
日
～
2
0
日
　

問
先
=
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
`

‘
(
3
9
1
3
)
0
4
6
0

児
童
交
通
公
園
・

舎
人
八
号
公
園
の
休
園

□
児
童
交
通
公
園
の
臨
時
休
園

生
涯
学
習
館
付
属
の
児
童
交
通
公
園

は
、遊
具
等
の
塗
装
工
事
の
た
め
、1
1

月
8
日
～
1
5
日
ま
で
休
園
し
ま
す
。　

問
先
=
生
涯
学
習
館

s
(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

□
舎
人
八
号
公
園
の
休
園

園
内
改
良
工
事
の
た
め
、
平
成
7
年
3

月
末
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。　
問

先
9
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

゛
1
8
8
0
)
5
2
6
1

1
6ミ
リ
映
写
機
技
術
再
講
習
会

映
写
機
操
作
技
術
の
向
上
や
、
復
習

を
し
た
い
方
の
た
め
の
講
習
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

日
時
=
H
月
5
日
暈
)
、午
後
3
時
～
8

時
(
こ
の
閧
の
都
合
の
良
い
時
間
)
　

場
所
り
青
年
セ
ン
タ
ー
　
対
象
=
1
6ミ

リ
映
写
機
の
修
了
証
を
お
持
ち
の
方
　

申
込
0
修
了
証
を
持
参
の
う
え
、
当
日

直
接
会
場
へ
　
問
先
―
中
央
図
書
館

公
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

税

金

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
の
税
金
を
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機
付

自
転
車
や
軽
二
、
三
、
四
輪
車
、
二
輪

小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方
は
、
届
け
出
を
す
れ
ば

平
威
7
年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
　
対
象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ

か
っ
て
い
な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を

出
し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届

け
出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た

り
し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
方
/
こ
わ
れ
て
乗
れ

な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
　
問
先
=

表
7
の
と
お
り

表7　 軽 自 動 車 税 問 い 合 わ せ 先一 覧

年
末
調
整
の

説

明

会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
説

明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
給
与

関
係
事
務
を
担
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
動
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
　
日
時
等
=

表
8
の
と
お
り
　
問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
特
別
徴
収
係

豊
(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

足
立
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

昔
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

昔
(
3
8
4
0
T
1
1
1

表8　年 末調整説 明会会 場

※ いずれも時間は午後1時30分～4時
※ 説明 会の 内 容に つい て のお 問い 合 わ

せは 、特 別 徴収 係ま たは 各 税 務署 へ
お願 いし ま す

納
税
は
1
0月
3
1日
ま
で
に

平
成
6
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
3
期
分
の
吶
期
限
は
、
1
0月
3
1日
(

月
)
で
す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
　
問
先
‥
n中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第
一
、
第
二
係

登
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

教

室

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。
　
期
間

‥‥
H
月
1
日
～
平
成
7
年
2
月
2
8日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間

か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
り

す
で
に
入
学
金
等
を
納
入
済
み
の
場
合

は
融
資
で
き
ま
せ
ん
　
対
象
―
私
立
高

校
・
高
等
専
門
学
校
、
ま
た
は
大
学
入

学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立
の
専
修
学
校

高
等
課
程
進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い

る
保
護
者
/
足
立
区
内
に
引
き
柄
き
1

年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
/
平
成
5
年
中
の
年
収
が
次

の
限
度
額
以
下
の
方
・
:給
与
所
得
者
は

支
払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下
、

事
業
所
得
者
は
総
所
得
金
額
等
が
8
0
0
万

円
以
下
※
前
記
条
件
に
あ
て
は
ま
る

場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関
貸
付
基
準
に

よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
　
融
資
金
額
り
1
0
万
円
～
5
0
万

円
T

万
円
単
位
)
　
融
資
対
象
よ
塰

校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納
付
額
(
授

業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)
お
よ
び
制

服
代
・
教
科
蕣
代
(
1
0万
円
・
2
万
円
の

定
額
算
定
)
　
利
率
=
年
利
3
%
　
返

済
=
融
資
を
受
け
た
日
の
翌
月
か
ら
3

年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)
　
取
扱

金
融
機
関
=
足
立
信
用
金
庫
、
足
立
農

業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、区
内
の
成
和

信
用
金
庫
　
保
証
=
金
融
機
関
所
定
の

保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証

料
は
区
で
負
担
)
　
申
・
問
先
9
千
住

本
庁
舎
・
学
務
第
二
課
振
興
係

政 治 活 動 用
ポ ス タ ー の

掲 示 期 間 が
制 限 さ れ ます

候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
(
公
職
に

あ
る
も
の
を
含
む
)
が
選
挙
運
動
期
間

外
に
使
用
す
る
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー

(区
政
報
告
会
等
の
日
時
・
場
所
、
開

催
す
る
者
の
氏
名
な
ど
を
知
ら
せ
る
も

の
)
は
、
そ
の
表
面
に
掲
示
責
任
者
お

よ
び
印
刷
者
の
氏
名
、
住
所
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
今
春

の
公
職
選
挙
法
の
改
正
で
、
各
選
挙
ご

と
に
、
任
期
満
了
の
日
の
6
ヵ
月
前
の

日
(
解
散
に
よ
る
場
合
は
そ
の
翌
日
)

か
ら
投
票
日
ま
で

、
当
該
選
挙
区
内
で

は
掲
示
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

。
来
年
4

月
に
予
定
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
で

禁

止
さ
れ
て
い
る
期
間
は

、
次
の
と
お
り

で
す

。
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

▽
東
京
都
知
事
選
挙
・・・
1
0月
2
2
日
か
ら

投
票
日
ま
で

▽
足
立
区
議
会
議
員
選
挙
=
-
1
0
月
3
0
日

か
ら
投
票
日
ま
で

問
先
9

千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「
有
機
溶
剤
作
業
主

任
者
講
習
」
受
講
者
募
集

2
5
2
8・2
9・
3
0日
、午
後
6
時
～
9
時
1
0

分
/
5
2人
/
無
料
/
申
し
込
み
は
行

月
1
4・
1
5日
の
午
前
9
時
～
午
後
7
時

に
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話
/
足
立
高
等

職
業
技
術
専
門
校
台
東
分
校
(
台
東
区

橋
場
―
-
―
-
6
産
業
労
働
会
館
内
)
S
(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
等

の
詳
細
は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会
加

入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
問

先
=
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

登
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
季
節
大
気
汚
染
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
2
6日
(
水
)
、午
前
9
時
3
0分
/
都

庁
都
民
広
場
/
パ
ネ
ル
・
低
公
害
車
展

示
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
/
H
月
～
1
月
の
毎
週
水
曜

日
(
H
月
2
3日
を
除
く
)
に
、
都
営
交

通
の
1
日
割
引
乗
車
券
「
水
曜
ク
リ
ー

ン
キ
ッ
プ
」(
地
下
鉄
、バ
ス
、都
電
共

通
)
を
発
売
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
　
問
先
=
都
・
大
気
保
全
部
計
画

調
整
課

豐
(
5
3
8
8
)
3
4
7
4

都
・
自
動
車
公
害
対
策
室

昔
(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

☆ひろば「花畑ギターマンドリンクラブ第11回定期演奏会」　11月6日( 日) 、午後2時/ 花畑記念庭園
桜花亭/ 曲目=翼をください、ファイナルファンタジーなど/ 入場無料/ 角田　　3859- 0825



1994 年( 平成6 年) 10 月25 日あ だ ち 広 報第1066 号 ( 8)

あ
な
た
の
「
時
間
の
使
い
方
」
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

1
日
2
4時
間
。
こ
こ
か
ら
、
仕
事
や

家
事
、
学
校
、
睡
眠
な
ど
の
時
間
を
除

い
た
時
間
が
。あ
な
た
自
身
の
「
自
由

時
間
」。

平
成
7
年
1
月
1
日
発
行
の
「
あ
だ

ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」で
は
、
こ
の

「
時
間
の
使
い
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
集
を
企
画
。
現
在
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
「
時
間
の

使
い
方
」
を
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ユ
ニ
ー
ク
な
時
間
の
使
い
方
や
、

自
由
時
間
を
つ
く
る
た
め
の
エ
夫
な

ど
、「
時
間
」
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
　
申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は

封
S
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、「
時
間
の
使
い

方
」
に
つ
い
て
簡
単
に
お
S
き
く
だ
さ

い
　
期
限
-
1
0月
3
1日
必
一
　
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
1
1
4
-
1
8

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

第
4
4回
足
立
区
文
化
祭
(
舞
台
部
門
)

‘一
部
(
社
交
舞
踏
大
会
)
を
除
き
、

入
場
は
無
料
で
す
。
　
日
時
・
場
所
―

左
表
　
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
文
化
振

與
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

足 立区 文化祭　日程表

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
4

日
時
1
1
1月
6
日
百
)
、
午
前
1
0時
3
0

分
閧
演
　
場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

(入
妬
無
料
)
　
出
演
―
区
内
の
小
・

中
学
校
、
上
野
の
森
の
音
楽
隊
、
ウ
イ

ン
ド
ク
ル
ー

ア
ヴ
ァ
ン
プ
ル
ミ
エ
、

足
立
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
カ
デ

ミ
カ
ほ
か
　
申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
文
化
振
興
係

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口　( 6 年10 月1 日 現 在)

世 帯　259, 339
人 口　640, 420 人

男　325, 198 人
女　315, 222 人

青 年 セ ン タ ー の 催 し
11月 の子 育て セミ ナ ー

「食 べ物」を考 える
日時- 11月10・17・24日、12月1
日( 全4回) 、いずれも木躍日、午
前10時～正午　対象一幼児のいる
お 母さ ん　 内 容一 専 門家 の 話を 聞
き 、 食べ 物 の 安全 性 に つい て 考 え
ま す。 お や つ作 り の 実 習も あ り ま
す　定 員- 20 人( 先 着順) 　 費用-

1、0〔X〕円( 材 料 費) 　 申 込- 10 月26
日 、午 前9 時 か ら電 話

< 青 年 講 座>

アウトド アクッキング
く ん せ い

日時- 11月12・19日、いずれも土
矚日、午後1時～4時　対象一青
年男 女　 内 容- く ん せい の 作 り 方
は とて も 簡 単。 手 作り のベ ーコ ン
や サ ン マ ・ タ コ の く ん せ い の 味
は 、また 格 別 で す　定 員- 20 人( 先
着 順) 　 費用 一 材 料 費実 費　申 込
一 電 話

い ず れ も
場 ・申 ・ 問 先 一 青 年 セン タ ー03890

―0061

第11 期 あ だ ち 女性 大 学 公開 講 座

「 変 わ り ゆ く
女 と男 の風景」

民 法 改 正 試 案 が投 げ か け る もの

夫 婦別 姓 選 択 制 等に よ っ て 、夫
と 妻 、男 性 と 女 性 の関 係 は ど のよ
う に変 化 し て いく ので し ょう か。

夫婦のきずなとは、家族とは、
一緒に考えてみませんか?男性の
方も大歓迎です。　日時- 11月9
日( 水) 、午後6時45分～8時45分　
講師 一渥 美 雅 子氏( 弁 護 士) 　 ※ 手
話 通 訳あ り　 費 用一 無 料　 定員- 30

人( 先 着 順) 　申 込 一 電 話　場 ・
申 ・ 問 先一 女 性総 合セ ン タ ー
03880 ―5222

児 童 館 劇 団 公 演

「黄金 のか もし か」
日 時- 12 月10日( 土) 、 午俊2 時　
場 所 一 千 寿椏 小 学 校 体 育館　 対 象
一 区 内 在 住の 小 学 生 以上 と そ の 引

率 者　 出 演一 劇 団 か かし 座　 定 員=600
人( 抽 選) 　 費 用 一 無 料　申

込 一 往 復 ハガ キ に 参 加 者全 員 の 住
所 、 氏 名 、年 齢 、 電 話 番 号を 明 記(

ハガ キ1 枚 で5 人 ま で 申 込 可 、重
複申 込 無 効) 　 期 限- 11 月7 日 必
糒　 申 先 一中 央 本 町 庁 舎 ・住 区 施
設 課 事 業 係　〒120 中 央 本 町1- 17- 1　

問先 一 中 央 本町 庁舎 ・ 住
区 施 段 課 事業 係
S3880 ―5181
千 住E児、窶 館S3882 ―2765

21 世 紀 の 光 と 風 の 中 へ

女 性 フ ェ ス テ ィ バル' 94あ だち
テーマ「いま家族とは～国際家族年によせて」

日時- 10月29日、午後1W30分～
7時30分、10月30日、午前10時～

午 後5 時30 分　 内 容一 下 表　 場 ・

申 ・ 問 先一 女 性 総 合 セン タ ーD3880
―5222

女 性 フ ェ ステ ィ バ ル' 94あ だ ち 内 容

バルセロナオリンピック
柔道金メダリスト古賀稔彦さん来る!

あだちスポーツ大学「公 開 講 座」
古賀稔彦さんをお招きして、ス

ポーツとの出会いや、スポーツの
累晴らしさなどをエピソードを交
えて語っていただきます。　日時
- 11月22日( 火) 。午後6時30分～
8 時30 分　 場所 一 竹 の 塚セ ンタ ー
対 象 一 区 内 在住 ・ 在 勤の 方( 小 ・
中 学 生 は 保護 者 同 伴の こ と) 　 定
員 ―300人( 先 肴 順) 　 費 用 一無 料

申 込 一 直 接窓 口 ま た は電 話　

申 ・ 問 先 一千 住 本 庁舎 ・体 育 課S3882
―1111㈹

金
メ
ダ
リ
ス
ト

古
賀
稔
彦
さ
ん

国 際家 族 年 記念

「講 演 と
映 画 の 集 い 」

生きることの大切さ、家族や社
会に対する思いやりとやさしさに
ついて一緒に考えてみませんか。　
日時- 11月10日( 木) 、午後6時30
分～8時30分　場所- ギャラクシ
テ ィ　 費用 一 無 料　 講師 一 値 木誠
氏　 内 容一 映 画 「 マ マ、 ご め んね
ー あ っこ ち ゃん の 日 記- 」　 定員=900

人( 先 着 順) 　 申 込 一 当 日 直
接 会 場 へ ※ 駐 車 場 が 少 な い の
で 、お 車で の 来 場 はご 遠 慮く ださ
い　 問 先一 千 住 本 庁舎 ・ 青 少 年 課

羞周整{系S3882 ―1111( 1代)

本のとらばーゆ
図書館の本を再活用していただ

くため、希望者に無料で差し上げ
ます。　日時- 11月5・6日。午
前1〔x埓～午後4時　場・問先一東
矛t l l a乱蹼官C3628 ―6203

すい すいらんど綾瀬
臨 時 休 館

水抜き清掃のため、次の期間プ
ールをお休みします。　期間- 11
月7日～11日※ ただし、総合受
付( テニスコート・野球場の貸し
出し、保養所の申し込みなど) につ
いては、11月9日～11日は平常通
り 営業 し ま す 。　問 先- す い すい
ら んど 綾 瀬S5616 ―2500

□ 夕 焼け 放送は、11月 から1 月まで、 午後4 時になりま す。　問先= 千住本庁舎 ・青少年課調整係　　3882- 1111(代) H. T. S 240, 000


